
• iSCSIによるストレージ環境
• ブレードによるサーバ集約

課題
●「GMOとくとくポイント」の会員データベース・システムで利用してきたサーバや
ストレージのリース期限の満了が近づいてきた。また、数年に及ぶ運用を経てハー
ドウェア性能の相対的な低下が否めず、1,100万人を超える大規模な会員データ
ベース・システムを支える運用基盤としての限界を迎えていた。

ソリューション
●Dell  PowerEdge R710サーバならびに iSCSI ストレージアレイDell 

EqualLogic PS6000シリーズを導入し、システム運用基盤を刷新

カスタマー・プロファイル

「新会員データベース・シ
ステムは、安定稼働を維持
することが最優先。Dell 
EqualLogic PS6000シ
リーズならではのスケーラ
ブルな特長を活かしなが
ら、今後の会員数やトラン
ザクションの増加にも柔軟
に対応していきたい」

 導入効果
• iSCSI ストレージアレイDell EqualLogic 

PSシリーズはFCストレージのような複雑な
設計・設定は一切不要であり、短時間での立
ち上げが可能

• 10Gbps Ethernet環境にシステム基盤を
構築することで、1,100万人を超える大規模
な会員データベース・システムを運用

• SSDのメリットを活かし、旧システム運用基盤
でボトルネックとなっていたストレージI/O性能
を改善（レイテンシーを限りなく0に近づけた）

• Oracle Real Application Clusters 11g R2
との組み合わせにより、高度な可用性を確保

• スケールアウトによるストレージ追加に対して
自動ロードバランシングを行い、システム全
体としてパフォーマンスを最適化

会社名 GMOメディアホールディングス株式会社

業種 インターネットメディア事業

設立 2006年4月4日

サービスWebサイト http://point.gmo.jp/

Dell EqualLogic 
PS6000シリーズを核とした
新システム運用基盤により
1,100万人を超える
会員データベース・システムの
パフォーマンスを大幅に向上

GMOメディア
システム管理部
宇津井大 部長

（2010年11月時点）



導入システム

ハードウェア

Dell PowerEdge R710

Dell EqualLogic PS 6010S iSCSI 
ストレージアレイ

Dell PowerConnect 8024F 
ネットワークスイッチ

ソフトウェア

Oracle Real Application Clusters 
11g R2

サービス

デル・サポート

「SSDを活用することで、
ディスク I /Oのレイテン
シーを極小化できます。10 
Gbps EthernetとSSDと
いう2つの要件を同時に満
たしていた製品は、Dell 
EqualLogic PSシリーズの
他には少なかったのです」
GMOメディア
システム管理部
宇津井大 部長

GMOメディアホールディングスでは、グループ共通のポイントサービス
「GMOとくとくポイント」を活かした多彩なインターネット上の個人向け
サービスを展開している。そうした中、これまで利用してきたサーバやス
トレージのリース期限の満了が近づいてきた。そこでデルの iSCSI スト
レージアレイDell EqualLogic PS6000シリーズを核とする新たなシ
ステム運用基盤を導入。会員データベース・システムの移行を行った。

会員数1,100万人を超えて
拡大する「GMOとくとくポイント」
　GMOインターネットグループでは、ブログ、画
像サービス、レンタルサーバ、口コミ・価格比較、
ソーシャルアプリ、ショッピングなど、さまざまな個
人向けサービスを提供している。
　そうした中での大きな付加価値となっているのが
GMOメディアホールディングスの「GMOとくとく
ポイント」だ。これは、GMOインターネットグルー
プ各社が運営するショッピングモールやサービスの
垣根を越えて、共通に利用できる IDポイントサー
ビスである。同ポイントの会員は、例えば、グルー
プ内のショッピングモールで買物することでポイン
トを獲得。貯まったポイントは、1ポイント＝1円相当
としてGMOとくとくポイントの加盟店での商品購
入や、プロバイダー「GMOとくとくBB」の利用料
金の支払いにあてることができる。
　同ポイントの会員数はすでに1,100万人を突破
しており、現在も一日に約5,000人の純増を続け
ている（2010年11月現在）。「その運用を支える会
員データベース・システムは、GMOインターネット
グループにとって最も重要なビジネス基盤の一つと
なっています」と語るのは、GMOメディア システ
ム管理部の部長を務める宇津井大氏である。
　「万が一、会員データベース・システムがダウンし
た場合、会員は各サービスにログインすらできなく
なってしまう可能性があります。しかも、その影響
範囲はGMOインターネットグループ全体に及び、
ビジネスをストップさせてしまいます。24時間365

日絶対に止めることのできないミッションクリティカ
ルなシステムなのです」（宇津井氏）

ストレージI/Oのレイテンシーを
限りなくゼロに近づける
　GMOメディアホールディングスでは、Oracle 

Real Application Clusters 10gによるアクティ
ブ／アクティブ型のクラスタリング構成を採用するこ
とにより、GMOとくとくポイントを支える会員デー
タベース・システムの高い可用性を確保してきた。
　しかし、このシステム運用基盤は一つの節目を迎
えつつあった。導入してから約5年が経過し、サー
バやストレージなどのハードウェアのリース期限の
満了時期が迫っていたのである。そこで2010年3

月、同社は新しいシステム運用基盤へのリプレース
に乗り出した。GMOメディア システム管理部デー
タベースサポートグループのリーダーを務める植

木義人氏は、当時をこのように振り返る。
　「従来のシステム運用基盤はFC（ファイバーチャ
ネル）接続のストレージを用いたもので、ほとんどト
ラブルを起こすことなく安定した稼働を続けていま
した。しかし、導入から5年も経過すると、やはり
ハードウェア性能の相対的な低下は否めません。
1,100万人を超える大規模な会員データベースの
運用を支え続けるには、パフォーマンスの観点から
もキャパシティの観点からも限界に達していまし
た。そこでこれを機に、よりスケーラブルなシステ
ム運用基盤への刷新を目指し、新たなハードウェア
の選定に入ったのです」
　そうした中で特に重点的な検討が行われたのは、
やはりストレージである。
「まずは、現状のFCストレージと同等、もしくはそ
れ以上の高レベルの可用性を維持できることが大
前提となります。また、GMOとくとくポイントの対
象となる各サービスはトラフィックが大量発生する
ピーク時が分散している一方、突発的な負荷が発
生してデータベースに集中する事態が起こることも
考慮しておかなければなりません。こうした予測の
つかない負荷変化に対しても、十分に耐えうるプロ
セッサ性能や I/O性能を持ったストレージを求めて
いました。特にI/O性能は従来のシステム運用基盤
においてボトルネックとなっていた重要な要件であ
り、新しいストレージではレイテンシーを可能な限
りゼロに近づけたいと期待していました」（植木氏）
こうした経緯の末、最終的に同社が導入を決定した



「D e l l  E q u a l L o g i c 
PS6000シリーズは非常に
使い勝手のよいストレージ
でした。FCストレージを導
入した場合と比べ、サーバ
やスイッチなど周辺装置の
設定も簡単で、半分程度の
時間で立ち上げることが可
能です」
GMOメディア
システム管理部
データベースサポートグループ
植木義人 リーダー

ステムを自分たちの手で運用していくという姿勢で
臨んでいます。しかし、Dell EqualLogic PSシ
リーズのような高機能を備えた新しいソリューショ
ンの場合、ファームウェアなどの不具合が内在して
いるケースが多いことを経験的に知っています。問
題は、そうした不具合をいかに的確に分析し、回避
策などの対処を素早く行えるかにあります。イン
ターネット業界のビジネスは他の業界以上にビジネ
スのスピード感が要求されており、システムについ
てもじっくり検証を行ってから本番に移行すると
いった長い時間をかけることはできません。こうし
た私たちの事情をくみ取り、デルの技術チームは
常に迅速な情報提供やアドバイスを行ってくれてお
り、とても感謝しています」と宇津井氏は評価する。

Dell EqualLogic PS6000シリーズの
特長を活かした短期間での移行
　実際、GMOメディアホールディングスは非常に
短期的なスケジュールで新システム基盤への移行
を完了した。Dell PowerEdge R710ならびに
Dell EqualLogic PS6000シリーズをはじめと
するハードウェアが納入されたのが2010年8月中
旬。そのわずか1か月半後の9月の終わりに、早く
も正式稼働にこぎ着けたのである。
「デルから説明を受けていたとおり、D e l l 

EqualLogic PS6000シリーズは非常に使い勝
手のよいストレージでした。FCストレージを導入し
た場合と比べ、Dell EqualLogic PS6000シ
リーズはサーバやスイッチなど周辺装置の設定も
簡単であり、おそらく半分程度の時間で立ち上げる
ことが可能です。また、将来的にストレージをス
ケールアウトで追加した場合でも、D e l l 

EqualLogic PS6000シリーズは自動的にロード
バランシングを行い、システム全体としてパフォー
マンスを最適化してくれます。こうした手軽さは、
今後の運用面における大きな優位性として生かさ
れていくと考えています」と植木氏は語る。
　なお、新旧のストレージ間での会員データベース
のデータ移行に関しては、Oracle Databaseが
持つデータベースリンク機能を利用して行ったとい
う。
「まず、Dell EqualLogic PS6000シリーズを用
いた新システム基盤にOracle Real Application 

Clusters 11g R2の環境を構築。比較的負荷の少
ない時間帯を見計らい、旧システム基盤からデー
タをエクスポート/インポートするという形で実施し

のが、Dell PowerEdge R710サーバならびに
iSCSI ストレージアレイDell  EqualLogic 

PS6000シリーズで構成されたシステム運用基盤
なのである。

iSCSIストレージに的を絞り
主要ベンダーの製品を比較検討
　先述したように、これまでGMOメディアホール
ディングスでは、会員データベース・システムを支
える基盤にFCストレージを採用し、長期にわたる
運用を行ってきた。
　FCストレージは、大企業の基幹系システムに広
く普及していることからもわかるように、その信頼
性やパフォーマンスには定評がある。しかし、一方
でFCストレージはそれ自体が非常に高価であると
もに、サーバ側にもHBA（ホストバスアダプタ）な
ど、特別な装置への高額投資を必要とする。また、
SAN（ストレージエリアネットワーク）の初期設計や
設定、構成変更、故障時のメンテナンスにも高度な
専門知識が要求されるなど、最適な運用を維持す
るためには大きな負担を強いられる。
　そこに同社は、「iSCSIストレージのみにターゲッ
トを絞って、主要ベンダーの製品を検討しました」
（宇津井氏）という、画期的な方針転換を行ったので
ある。
　「iSCSIストレージについては2008年頃から社
内で試験導入を行っており、ネットワークの帯域を
効率的に使うことでブロックデータの運用にも耐え
られるという手ごたえを掴んでいました。10Gbps 

Ethernetであれば、FCストレージにもそれほど見
劣りしないデータ転送のパフォーマンスを得ること
ができると考えました。さらに、決定打となったの
がSSD（Solid State Drive）です。SSDを活用す
ることで、事実上すべてのデータをメモリに展開す
るのに近い効果を得ることができ、これまで会員
データベース・システムのボトルネックとなっていた
ディスクI/Oのレイテンシーを極小化できます。こ
の10Gbps EthernetとSSDという2つの要件を
同時に満たしていた製品は、Dell EqualLogic 

PSシリーズの他には少なかったのです」と宇津井
氏は語る。
　そして、Dell EqualLogic PS6000シリーズ
を核としたシステム基盤を導入したもう一つのポイ
ントとして同社が挙げるのが、デルの技術チームに
よるサポートである。
「基本的にGMOメディアホールディングスでは、シ

サーバ1
PowerEdge R710

Oracle SE RAC

サーバ2
PowerEdge R710

Oracle SE RAC

サーバ3
PowerEdge R710

バックアップ用

PowerConnect 8024F
ネットワーク・スイッチ

PowerVault1
TL2000

（SAS LTO4 × 2）

PowerConnect 8024F
ネットワーク・スイッチ

共有ストレージ
EqualLogic PS6010S iSCSI SANストレージアレイ

100GB（SSD）×16
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せんでした。それが現在の新環境では、オンライン
状態でもインデックスを作成することが可能とな
り、業務サイドからの要求に迅速に対応できる体制
が整いました。また、旧環境ではまれにバッチ処理
がタイムアウトで停止してしまうことがあったので
すが、現在そうしたトラブルは皆無になっています」
と宇津井氏。
　実際のところ、今回のシステム基盤のリプレース
によってどれくらいのスピードアップが実現された
のだろうか。定量的な観点から植木氏が次のように
説明する。
　「従来利用していた旧会員システムの稼働環境
と、今回導入したハードウェア上でOracle Real 

Application Clusters 11g R2 を稼動させた新
環境で、新旧プラットフォームの性能比較を試みま
した。結果、システム全体の処理時間を、旧環境か
ら新環境への移行により1/4以下にすることができ
ました。また、旧環境から新環境への移行で1/8以
下の処理時間まで大幅に短縮することができた処
理もあります。これまで 1時間あたりの平均で約
200秒発生していたセッションのディスクI/O待ち
時間が、現在ではほぼゼロに近い値になるなど、実
運用に入ってからも多くの改善が示されています。
もちろん、Oracle Databaseのバージョンアップ
による効果も含まれていると考えられますが、ハー
ドウェアのリプレースを併せた相乗効果として表れ
た結果に他なりません」
　こうした成果を踏まえつつ宇津井氏は、「私たち
にとっては、何よりも新会員データベース・システ
ムの安定稼働を維持することが最優先。その上で
Dell EqualLogic PS6000シリーズならではの
スケーラブルな特長を活かしながら、今後の会員
数やトランザクションの増加にも柔軟に対応してい
きたいと考えています」と力説した。

ました。もちろん、この作業もまったく問題なくス
ムーズに終えることができました」と植木氏は語る。

最新Oracle Real Application Clusters 
11g R2との相乗効果による
絶大なパフォーマンス向上
　新たに稼働を開始したシステム運用基盤によって
得られた最大の成果は、画期的なパフォーマンス
の向上である。
　「例えば、大規模なテーブルにインデックスを付
加する場合、旧会員システムの稼働環境ではスト
レージが飽和状態となって会員へのサービスに待
ち時間が発生してしまうため、あきらめざるをえま

GMOメディアホールディングスの
システム構築をサポートした
デルのアカウント・チーム

営業統括本部
営業第三部
今村 哲朗

営業統括本部
営業第三部
今井 有紀

システムズ・ソリューションズ
統括本部
テクニカルセールス 第二部
池田 章


